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熟
個

知
■
Ｌ
共

Ｉ
Ｃ
士
目
人
工■
肺
明

田

□

義

之

戦
個
時
代
、
書
合
の
南
天
山
城
に
居
城
し
た
和
智
氏
は
、
鎌
倉
時
代
の
始
め
、
備
後
国
三
谷
郡

（
現
三

次
市
東
部
一
双
三
郡
吉
舎
■

・
三
長
坂
町
）
の
地
頭
〓
ｔ
ｔ
関
東
■

，
た
Ｉ
■
た
藤
姓
広
澱
氏
あ

一
族
で

そ
ら
先
■
は
平
将
肝
ら
乱
で
有
各
な
藤
原
寿
雑
で
す
。　
一　
一　
　

．．　
　
　
　
　
　
　
．
．　

一　

　ヽ
　
　
一

秀
郷
の
子
孫
は
下
野
の
小
山
氏
、
足
利
氏

（
藤
姓

）
が
有
名
で
す
が

、
そ
の

（
現
神
奈
川
県
秦
野
市

）
に
土
着
し
た
者
は
波
多
野
氏
を
称
し
、
さ
ら
に
そ
の

，
広
沢
氏
を
称
ｔ
ま
し
た
。
こ
の
広
沢
氏
が
和
智
氏
の
惣
領
家
に
あ
た
り
ま
す
。

・Ｌ
芸
藩
通
志

」
等
に
よ
り
ま
す
と
、
源
平
の
内
乱
に
あ
た
り
∵
広
沢
与
三
実
方
は
備
前
国
藤
戸
の
合
戦

で
戦
功
を
立
て
、
源
瀬
朝
か

‐
ら
備
後
国
三

‐谷
部
十
二
郷
の
地
頭
職
を
与
え
ら
れ
た
と
伝
え
い
こ
れ
が
広
沢

一
族
が
備
後
に
移
住
し
て
く
る
契
機
に
な

っ
た
と
言
わ
・れ
て
い
ま
す
一

三
谷
郡
の
地
頭
と
な
つ
た
広
沢
氏
は
、
自
身
は
関
東
の
本
拠
地
に
い
て
、
庶
子
を
備
後
に
派
遣
し
て
一所

領
を
支
配
し
よ
う
と
し
ま
し
た
一
す
な
わ
ち
、
広
沢
実
方
の
孫
実
村
の
長
男
実
欄
は
三
谷
郡
江
田
荘

（
三

恢
市
向
江
欄
町
、
三
若
町

一
帯

）
に
土
着
し
て
江
田
氏
と
な
り
↓
同
じ
く
次
男
の
実
成
は
同
郡
和
知
荘

（
三

次
市
和
知
町

）
に
土
着
し
で
和
智
氏
を
称
し
た
の
で
す
。

一
和
答
氏
は
一初
め
名
字
の
Ｌ
和
知
荘
に
一本

拠
を
置
．
い
て
い
ま
し
た
が
い
南
北
朝
時
代
、
惣
領
家
の
跡
を
う

け
て
現
４
一
吉
捨

‥町

一
滞
ｔ
湧
功
を
■

つ
■
う
に
湾
る
と
、
本
拠
を
吉
合
に
移
ｔ
山
城
を
築
き
ま
し
た
一

こ
れ
が
今
回
訪
ね
る
南
天
山
城
で
す
ち
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
´

南
天

‥山
城
は
南
か
ら
北

・
―こ
派
生
し
た
尾
根
を
空
掘
で
断
ち
一
北
側
を
順
次
削
平
し
て
城
郭
と
し
た
も
の

で
、
■
頂
本
丸
に
は
土
塁
、
西
側
山
腹
に
は
大
手
門
の
跡
が
残
り
、
備
北
で
は
標
準
的
な
山
城
の

一
つ
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

・　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　

　

一

こ
の
南
天
山
城
の
城
下
町
と
し
て
発
達
し
た
の
が
現
在
の
吉
舎
の
町
で
す
■

吉
舎
の
市
街
地
に
は
古
市
、

族
で
相
模
国
波
多
野
荘

派
が
武
蔵
回
広
沢
に
移

(2)



七
偶
市
、
四
日
市
な
ど
の
地
名
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
か
つ
て
の
市
場
の
名
残
で
、
一和
智
氏
は
城

下
に
一市
」
を
立
て
、
領
主
経
済
の
柱
に
し
ょ
ぅ
と
ｔ
ｉ
ｂ
で
す
一　
　
　
　
　
・
　

．
　

一・
（
　
　
一

和
智
氏
以
外
ｔ
ｔ
有
力
豪
■
０
城
下
ｔ
は
、
初
期
城
下
町
と
し
で
の
市
場
地
名
が
多
く
見
ら
れ
一
地
域

経
済
の
拠
点
と
し
て
山
城
を
観
察
す
る
の
も
面
白
い
と
思
い
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

一
和
智
氏
は
室
町
時
代
、
備
後
守
護
山
名
氏
に
従
い
、
戦
回
時
代
に
は
大
内
一
尼
．子
、
毛
利
争
覇
の
中
、ヽ

最
後
に
は
毛
利
氏
に
属
ｔ
長
州
萩
に
移
り
ま
す
が
、
二
百
年
に
及
ぶ
治
‐

世
の―
間
、
信
仰
０
面
で
も
多
く
の

見
る
べ
き
■
の
を
一残
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
一′

南
升
山
城
西
北
麓
ａ
書
逝
寺
は
初
住
琉
主
の
和
智
資
実
が
創
な
し
た
和
智
ｔ
の
■
寺
の

一
つ
で
す
が
、　
一

本
尊
の
釈
迦
力
来
違
像
は
、
胎
内
銘
に
よ
り
ま
す
と
、
一応
安
二
年
和
智
師
実
が
寄
進
し
、
宝
徳
三
年

（
一

四
五
二
）
京
都
一
修‐
理
さ
だ
た
も
の
で

「
県
重
文

」
に
指
定
さ
れ
で

，
ま
す
一
・

一
一

一　
・　
　
・
　

一

又
、
南
天
山
城
か
ら
吉
舎
の
町
を
隔
て
て
東
方
の
出
中
に
あ
る
大
慈
寺
は
、
応
．永
二
八
年

（
一
四
二

一
）

町
存
宏
主
■
実
が
佐
通
■
愚
中
計
及
ら
高
弟
宗
綱
恵
静
ぎ
計
Ｌ
に
諄
じ
一
計
建
ぃ
た
禅
寺
■
、
か

，
で
は

広
大
な
山
内
を
誇
り
一
仏
通
寺
派
が
こ
の
地
方
に
広
ま
る
き
っ
か
け
と
な
つ
た
寺
院
で
＾
宗
綱
和
尚
語
録
、

和
智
氏
実
肖
像
を
初
め
多
く
０
文
化
書
を
伝
え
て
い
ま
す
一
　
　
・

そ
の
他
、
和
智
氏
歴
住
ぼ
き
寺
■
造
仏
に
熱
心
で
、

「
芸
藩
通
志
」
に
よ

，
ま
す
と
、
南
天
油
初
代
資

寿
が
善
ュ
寺
と
計
建
し
た
の
を
始
め
、
三
代
実
勝
は
浄
土
寺

（
吉
舎
町
清
綱
）
を
、
四
代
氏
実
は
前
述
の

よ
う
に
大
慈
寺
を
、
六
代
豊
広
は
最
広
寺
（洞
町
敷
地
）
を
一
九
代
誠
春
は
永
樹
寺
人
同
町
丸
田
〉
を
そ

れ
ぞ
れ
建
立
し
て
お
り
（
和
智

一
族
の
信
仰
心
あ
厚
さ
を
物

‥語
う
て
い
ま
．す
、
　
　
　
一　
　
　
　
●
　
　
．

も
ち
ら
ん
い
和
智
氏
の
世
寺

・
‐‥
造
仏
は
単
純
に
信
＝
心
に
の
み
基
づ
ぐ
も
の
で
は
な
く
、．領
民
の
教
化

ど
、
併
し
て
そ
０
権
威
と
ぉ
す
日

，
■
ｉ

っ
た
訳
で
、
静
後
の
他
の，
豪
旗
達
の
信
仰
と
比
‐較

す
れ
ば
面
宮

い
研
究
が
出
来
る
と
思
い
ま
す

。
一　
．
　

．　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
一　
　
一
一　

・
一　
　
　
　
　
．

(3)



．献
薫
旺
非
（吉
舎
）
．　
　
「　
　
一　
一　
　
　
　
　
一

和
智
氏
歴
代
が
本
拠
と
し
た
山
城
。
備
南
か
ら
の
街
遺
が
宇
賀
峠
を
下
っ
た
」
こ
ろ
の
前
方
に
、
そ
れ
を
制
す
る
よ
う
に
立
地
し
て
い

る
０
南
か
ら
北
に
延
び
る
■
の
尾
根
を
利
用
し
た
南
天
山
球
は
、
北
側
麓
は
馬
洗
川
が
天
然
の
堀
を
な
し
、
南
側
麓
は
実
い
桜
谷
と
な
つ

て
い
て
、
谷
を
隔
て
た
西
に
初
代
瑣
実
の
建
立
ｔ
た
善
逝
寺
が
あ
る
。
一馬
洗
川
に
つ
い
て
は
、
初
め
丸
田
か
ら
吉
舎
長
神
社
の
前
を
通

っ

て
き
舒
鴨
嚇
べ
之
募
な
よ
り
東
方
を
ま

っ
す
ぐ
北
へ
漏
れ
て
ド
た
ヶ
を
、
南
た
山
坑
の
堀
と
し
て
和
用
す
る
た
み
、
和
な
氏
が
流
路
を
変

更
し
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。
″́県
北
を
代
表
す
る
山
城
の
一
つ
で
あ
る
。

山
頂
部
か
ら
沐
丸

一
二
つ
丸
〓
三
０
丸
が
並
び
一、
そ
れ
か
一ら
少
ｔ
下

っ
た
と
こ
ろ
に
桜
谷

へ
出
る
大
手
間
が
あ
り
、
そ
ら
北
に
尾
根
ｔ

滞

，
で
狂
多
ぐ
ａ
一
地
卜
ヶ
な
る
戟

（蛭
館
）
が
道
な

，
て
い
て
軍
勢
の
集
結
場
と
も
な

っ
て
い
る
）^
本
丸
の
南
側
は
宅
根
を
深
い
堀
切

り
で
横
断
し
て
、
背
後
か
ら
の
攻
撃
を
断
ら
て
い
る
。
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．　
　
　
　

一

城
跡
か
ら
軒
丸
瓦
と
軒
平
瓦
が
出
土
し
て
い
る
が
、
軒
丸
瓦
の

直
径
が
七
た
―ン
″
と
い
う
大
き
さ
か
ら
考
え
て
、
実
用
的
な
建
物
で

な
く
、
仏
堂
の
よ
う
な
建
物
が
想
定
さ
れ
、
三
玉
宝
寿
寺
の
木
造

延
命
地
蔵
坐
像
け〓

も
と
南
天
山
城
内
に
安
置
し
て
あ

っ
た
も
の

と
あ
る

‐の
で

（「常
和
寺
国
郡
志
書
上
帳
し
、
そ
の
地
蔵
を
安
置

し
て
い
ｉ
仏
堂
で
あ

っ
た
可，
能
性
も
あ
る
ｏ
ま
た
、
摯
仏

と
み
ら
れ
る
仏
像

（
一
一
ｔ
ベ
ト
ジ
に
写
〓
）
も
出
ｉ

ｔ
、

一第

二
次
大
戦
中
に
山
頂
部
が
食
糧
碁
産
の
た
め
開
墾

さ
れ
た
と
ま
、
礎
石
が
多
数
発
見
き
れ
た
と
い
テ
。　
　
　
・

0           5em

南天山城出土軒丸瓦 (古舎町教育委彙会査)

一
　

　

　

　

　

´
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〓
た
、
微
嵩
や
漁
労
計
の
経
に
使
う
ゴ
家
も
出
土
し
〓

い
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
城
が
単
な
る
合
戦
こ
備
え
て
臨
時

こ
造
ら
れ
た
城
で
は
な
ぐ
一
和
智
氏
の
本
城
ど
ｔ
ｔ
常
こ

丘
（士
が
壮
”
め
´
、
い
た

一ヽ，′一を
示
十
ｏ́う
の
一
ｊ
め
る
ヽ，
α　
　
　
・

な
お
、
南
天
山
と
北
の
尾
崎
山
を
区
分
す
る
堀
切
”
は

江
戸
時
代
後
半
■
開
削
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

広
沢
氏
系
図

続
群
書
類
従

減
多
野
義
通
　
　
‐
広
沢
実
方

Ｉ
・

蛹
■
■
＝
轟ビ
碁
許
≒
智̈計

和
智
氏
系
図
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

::||1重
享 養君霧宮羅 冥T

fψ

 lT― 写こ

l~:|

頼 実   宗
実 高   実森5霙辱

南 天i山 城
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由 境 建 本

緒 内 物 尊
善だ

逝ご

寺

　
山
号
正
覚
山
　
臨
済
宗
仏
通
寺
派
　
一一星
口
宇
桜
谷

釈
迦
如
来

本
堂
　
鐘
楼
　
納
骨
堂
　
幽
翠
軒

（
門
徒
会
館
）

．
客
殿

　

・

六
五
一
一坪
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　

　

一　
　
・

↓
吉
舎
村
国
郡
志
』
は
、
開
山
を
海
翁
和
尚

（　
―

一
四
六
六
）
と
し
、
前
筑
州
大
守
春
谷
智
栄
大
居
土

（和
智
五
代
時
実
）

を
中
興
の

―
檀
那
と
し
ぃ
ま
た
、
『
双
三
郡
誌
』
は
、
享
徳
元
年

（
一
四
五
二
）
の
創
建
と
ｔ
て
い
る
が
い
昭
和
三
九
年
に
発
見
さ

れ
た
本
尊
釈
迦
如
来
つ
胎
内
鋳
に
よ
る
と
、
そ
れ
よ
り
■
以
前
の
応
安
二
年

（
一
三
六
九
）
七
月
に
和
智
土
代
師
実
が

一善
逝

寺
本
尊
釈
迦
三
尊
」
を
寄
進
し
て
い
る
の
で
ｒ
応
安
二
年
以
前
に
善
逝
寺
が
創

建
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
‐。
創
建
当
初
の
宗
派
は
不
男
だ
が
、
天

台
宗
か
真
言
宗
で
あ
う
た
と
み
ら
れ
る
。
善
逝
寺
に

「当
山
本
頼
榎
那
善
逝
キ

最
前
信
州
大
守
大
同
覚
源
大
居
士
一
と
書
か
れ
て
い
る
和
智
初
代
資
実
の
位
響

が
あ
る
こ
と
や
、
同
寺
と
狭
い
谷

・
を
へ
だ
で
た
反
対
側
の
出
に
南
天
油
坑
を
築

域
し
た
の
が
資
実
子ヽ
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
当
寺
の
創
建
は
資
実
４、

ル
・の
時

期
は
、　
一
四
世
紀
の
半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
こ
な
と
み
ら
れ
、
そ
の
後
、

和
智
時
実
の
と
き
仏
通
寺
宗
綱

（
正
法
院
）
派
に
転
じ
海
翁
和
肖
が
入

っ
た
も

の
で
あ
ろ
う́
。
コ
基
申村
国
郡
志
』
に

「海
翁
和
浄
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法
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こ
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三
谷
郡
三
二
ガ
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テ
ぢ
第
二
番
札
所
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っ
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。

よ
し
や
誰
行
　
寺
高
き
そ
ば
み
ち
も
　
紛
れ
が
た
な
き
鐘
ひ
び
く
な
り
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。
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に
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迦
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０
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縫
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仏
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縫
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．
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ず
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収
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追
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縁
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０
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Ｆ
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六
地
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が
あ
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周易和尚無鐘塔
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岩
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０
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菩
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け
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（仏
澱
）
ｔ
つ
い
て
鯰

一永
享

一
一
年

（
一
洒
三
九
）
和
瑠

‐
時
実
が
窟
立
ｔ
、
そ
の
後
泳
縁

一
二

年
人
一
五
六

―九
）
に
和
智
元
邦
が

―再．建
し
た
■
の
で
、
後
世
重
葺
き
を
一

』
築‐き

一
蒔
一
】
蒙
一

も 部
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一
一
れ
一
一
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羹
却
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【
一
］
”
静
〓
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一
卜
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七
一
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〓
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ヶ
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年
一
狂
十
存
の
執
色
酢
Ｉ
．
天
肝

一
■
午

（
一
だ
Ｆ
二
）
伊
予
日
岩
城
．島
大
静
ま
堂
争
手
キ
ら
作

（練
社
）

但
写
本
　
仏
殿
本
尊
開
一限
大
旦
那
下
火
忌
果
之
法
語
六
ケ
条
禁
制
長
語
故
記
ツ
不
申
候
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一
昭
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と
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台
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０
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駐
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〓
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・
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ケ
肝
れ
静
に
ヽ
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延
四
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一
三
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播
藤
国
拌
層
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の
在
一
壕
破
一
静
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ち
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燥
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■
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書
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０
境
内
０
大
地
蔵
は
宝
暦
年
間
奉
納

の
も

の
。
同
じ
く
紅
悔

〓
推
定
樹
齢

三
五
〇
年

の
老
木
。
　
　
一　
一

０
広
沢
池

の
を
ば
ｒ

二
．お
井
堂
一
ど
よ
ぶ
ｔ
蔵
堂
魔
み
る
。
一伝
■

に
昔
和

・
智
．誠
春

の
時
代

に
本
堂
を
再
建
し
た
と
き
、
板
末
は

一
長
さ
六
間
半

（
一
二
＝
）

一
抱

え

，
も
あ
る
大
木
で
、
境
内
■
で
は
．ゼ

う
に
か
運

ん
だ
ヽ
の
の
上

０
あ
げ

ら

こ
と
は
で
ｔ
ｉ
か

一

つ
た

，
そ
の

こ
ろ
大
慈
寺
は
女
人
禁
制

の
寺

で
あ

っ
た
が

，
諄
ご
ろ‐
寺

の
た
ヶ
使

い
を
し
て
い
た
信
心
深

い
お
弁
と

い
ヶ
女

．魔
井
し
‐

卜
声
‘
だ
通
節
を
歌

卜

「
よ

い
し

一
が

Ｔ
と
声
を
卜
け
一
〓

こ
ろ
、

大
木

‥ま‥
す
な
つ
と
”
〓
ｒ
無
■
本
堂
を
■

■
る，

．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
蔵
が
ど
ら
れ
、
お
壼
■
き
て
ら
れ
た
と
い

，
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・

一　
こ
と
が
で
き
た
ｏ
そ
の
お
弁
さ
ん
の
徳
を
た
た
え
て
こ
の
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三
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大
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て
ぉ
，
、本一

‐長四
二
ザ
、一月
丘
瑯
の
優
三
二
一主
一
同ヽ
塙
〓
ム
ーー
で
ビ
ニ軟
盆
地

で
も
撮
大
級
の
規
模
で
ぁ
る
つ
き
ら
に
そ
の
周
囲
に
は
高
‥さ
一
〓
〓
■
幅
ｔ
一

一状
Ｉ
の
外
堤
を
段
け
て
周
堀
を
形
成
ｔ
て
い
ち
。
Ｉ
の
よ
ｉ
ｔ
形
を
も
っ
古
墳

一
一県
Ｉ
で
は
三
玉
大
塚‐
が
」
一
一
あ‐
ヶ
■
■
ケ
外
慇
‘
争
ケ
一
全
長
ｉ
■
一静

・一
‐テ
′
ｔ
沖
喘
蕗
〓
一

，
一
遊
ヽ
れ
て
ｔ、
一
一
う
一
ｔ
〓‐こ
一
，”
い
・０
一
」
一
、

七
〇
〓
余
之
考
え
ら
れ
る
一
こ
の
吉
墳
は
ヽ
明
治
三
六
年
〈
一
九
０
三
）
地
元

の
人
々
に
よ
●
て
墳
丘
の
中
心
部

（
彗
葬
施
設
Ｙ
が
掘
ら
れ
ヽ
変
形
文
舞

下
、

板‐珠一，鉄一一争〉れ一̈一一一【摯一【一一一，兜石一製「」一一一」一一一‐矛円

四
、

一鉄
鏃
多
数
な
ど
の
遺
物
が
出
土
ｔ
て
一
そ
の―
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多
ｉ
ｔ
に
全
国
的
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も
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る
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こ
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五
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Ｃ
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指
定
こ
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ヽ
■
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環
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瑳
■
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と
し
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■
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一
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り
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＾
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照
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ｉ
ｔ
一
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ｉ
斜
面
に
は
汀
原
存
な
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●
肇
乱
を
三
糞
に
な
ぐ
ヶ
し
■
各
．舞
一
Ｆ
平

、坦‐
面

が
あ
る
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の
平
姻
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に
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潮
瀕
形
一ヽ

〓輪
、
′

，
■
＝

一^
ヶ

・
〓
〓
え
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三玉大塚古墳遠望 (前方中央山頂)
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